
令和７年度 津市地域自立支援協議会
第２回人材育成WG会議

「強度行動障がいを有する児者への
集中的支援報告会」

津市障がい福祉課

令和７年７月７日
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津市の紹介2

人口 約２６７，０００人

位置 三重県中部（伊勢湾から奈良県境まで）

面積 約710㎢（琵琶湖とほぼ同じ）

障害者数 身体 約１０，０００人

知的 約 ３，０００人

精神 約 ３，５００人

※ 単独で（自立支援）協議会を構成
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地域生活支援拠点等とは

障害者総合支援法第７７条第４項の規定に基づき整備

障害者（児）の「重度化」「高齢化」「親なき後」においても、

障がい者等が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、

居住支援のための機能を整備し、地域全体で生活を支える

「地域の支援体制」のこと
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地域生活支援拠点等の機能

① 相談

② 緊急時の受入れ・対応

③ 専門的人材の確保・養成

④ 体験の機会・場

※ 令和５年度までは、国が示す機能として

「⑤地域の体制づくり」の表記もあった
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※ 「人材」

「人財」

「人的資本」



地域生活支援拠点等コーディネーターガイドブックより
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6 国の示す整備イメージ



国の示す整備イメージ

津市イメージ
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契約している相談支援事業所

🏠自宅

障がい者(児)

津市基幹障がい者相談支援セ
ンター・津市地域障がい者相談
支援センター

【身体障がい者(児)受入れ・対応施設】
社会福祉法人聖マッテヤ会
障害者支援施設 聖マッテヤ心豊苑

【知障がい者(児)受入れ・対応施設】
社会福祉法人三重県厚生事業団
障害者支援施設 三重県いなば園

【精神障がい者受入れ・対応施設】
社会福祉法人夢の郷
日中サービス支援型ＧＨあすか

津市障がい福祉課

【緊急支援コーディネーター】※委託事業
社会福祉法人三重県厚生事業団
三重県いなば園相談支援事業所いなば

津市地域生活支援拠点等
①【緊急時の相談】及び②【緊急時の受入れ・対応】

児童相談所(障がい児)

○平日（営業時間）対応可能

○平日（営業時間）対応可能

○営業日（営業時間）対応可能 ◎主に夜間・休日対応（365日・24時間対応）

◎主に夜間・休日対応（365日・24時間対応）

◎主に夜間・休日対応（365日・24時間対応）

◎主に夜間・休日対応（365日・24時間対応）8
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津市地域生活支援拠点等
令和６年度 重点的に取り組む内容

『専門的人材の確保・養成』
・医療的ケア

・強度行動障害

・高齢化に伴う重度化

などの障害者等に対して

① 専門的な対応ができる人材の養成

② 専門的な対応を行うことができる体制の確保

9

9



地域生活支援拠点等の整備（充実）に向け
自立支援協議会に
人材育成WG会議を創設

令和６年度

第１回 グループホームにおける人材育成、人材確保について

第２回 相談支援従事者初任者研修実習①

第３回 相談支援従事者初任者研修実習②

第４回 強度行動障害児者支援の専門的人材について

第５回 相談支援従事者現任研修実習①

第６回 重症心身障害児支援の専門的人材について

第７回 強度行動障害児者支援の専門的人材について

第８回 相談支援従事者現任研修実習②10
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『多機関・多職種連携』を念頭に
関係機関へ参加依頼

①広域的支援人材

② 障害者支援施設

（現場職員、コーディネート担当職員、他部門職員）

③ 医療機関

（PSW、心理担当職員、発達障害者支援地域支援マネージャー）

④県（障がい福祉課、障害者相談支援センター）

⑤ 市（障がい福祉課、基幹障がい者相談支援センター）
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取り組みの流れ
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開始まで 関係機関との調整、合意形成

 R６年10月 開始（背景、方向性の確認）

 R7年 1月 進捗状況確認、延長の判断

 R7年 ４月 終了（アンケート実施による効果測定）

 R7年 5月 振り返り

 R7年 7月 報告会（地域での共有）

※ ワーキンググループ会議以外でも、

広域的支援人材の訪問に合わせ、

医療機関職員も集中的支援に参加

WG

WG

WG

WG

WG会議の内容

①集中的支援の報告

②強度行動障がいを有する児

者支援の人材育成について

協議


